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参考資料１ 市民意見交換会 
 
1.1 開催概要 

趣旨 

 「貝塚市公共建築物個別施設計画」の改定にあたり、今後の公共施設等のあり方を検討する

ために、公共施設を日頃利用されている市民から、官民連携に関する意見やアイデアを聞く市民

意見交換会を開催した。 

 開催は、中央地区・山手地区において各１回（進行の内容は同じ）、計２回とした。 

 

日時／場所 

第 1 回 令和６年 11 月 24 日（日）10 時～11 時 30 分 ／ 中央公民館 

第 2 回 令和６年 12 月 ８日（日）10 時～11 時 30 分 ／ 山手地区公民館 

 

参加者数 

第１回 中央公民館     8 名 

第２回 山手地区公民館 12 名 

 

当日のプログラム 

１）オリエンテーション（25 分） 

・貝塚市公共建築物個別施設計画等について 

・官民連携の事例紹介について 

・意見交換の目的と進め方について 

 

２）グループワークによる意見交換（80 分） 

・４～６人のグループに分かれてディスカッション 

・各グループにファシリテーターがつき、ディスカッションをサポート 

 

３）振り返り・共有（15 分） 

・各グループ内で出た意見を振り返り、共有 
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＜参考 参加者募集チラシ＞ 
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1.2 各回意見概要 

各回、ワークショップにより意見やアイデアを以下の通り整理した。 

 

１）11 月 24 日(日)中央公民館 

・３グループ（A～C）に分かれてディスカッション 

＜A グループ＞ 
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＜B グループ＞ 
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２）12 月８日（日曜日）山手地区公民館 

・４グループ（A～D）に分かれてディスカッション 

＜A グループ＞ 
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＜B グループ＞ 
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1.3 市民意見交換会における公共施設に対する意見 

課
題
प
ण
ः
थ 

○市民文化会館 

・高齢化のため通えない方もいる／バリアフリー化が不十分 

・授乳室や保育室が少ない 

・音響が悪い、大きすぎる      ・広間スペースを活用したい 

○市民図書館 

・駐車場が狭い／駐車場が止めにくい       ・利用時間が短い 

○総合体育館 

・大会開催時等は駐車スペースが不足 

・照明が暗い        ・昼食の場がない    ・予約が取りにくい／利用率が低い 

○ドローン・クリケットフィールド 

・認知度が低い／行きづらい／使ったことがない   

・市民の憩いの場に、楽しく遊べる場に 

○その他 

・寺内町に散策時に利用できる公衆便所 

・貝塚養護施設の解体 

民
間
ঀ
क़
ঁ
क़
भ
活
用
प
ण
ः
थ 

○市民文化会館 

・カフェコーナーを拡張してほしい 

・情報発信の強化      ・一般市民に安く貸す     ・古典文化の開催 

・子どもスペース、ロビーを分割して市民が活用できるようにしてほしい 

○市民図書館 

・カフェスペースが欲しい 

・自習スペース／寺小屋がほしい／学生や若者が集い・学ぶ居場所づくり 

・保育施設、不登校支援施設がほしい   ・駐車場がほしい 

○総合体育館 

・ネーミングライツで通称かまぼこにする    ・温水プールがほしい 

○ドローン・クリケットフィールド 

・宿泊施設が欲しい        ・カフェが欲しい      ・災害拠点機能 

○その他 

・利用料金に市民割サービスを設けてほしい 

・各施設に専門的スタッフを配置してほしい 

・壊れているところは修理し、使い方は市民が考える 

・歩いて利用できるよう水間鉄道等の活用促進 

・計画が目標ではなく実現してほしい 

・地元の企業の参画や市民の雇用等、貝塚市に税金が落ちる仕組みが必要 

・その他で貝塚養護施設にフェス会場 
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1.4 参加者アンケート結果 

 市民意見交換会の参加者を対象に、感想や公共施設に関する意見をアンケートにて伺った。ア

ンケート結果は以下の通りである。 

・実施日:令和６年 11 月 24 日(日)中央公民館、12 月 8 日(日)山手地区公民館 

・市民意見交換会参加者数:８名(中央公民館)、12 名(山手地区公民館) 

・アンケート回答者数:８名(中央公民館)、12 名(山手地区公民館) 

・アンケート回収率:100％ 

 

Q1 あなたの年齢は? 

両会場とも「50 代以上」が最も多く、「20 代以下」、「30 代」の参加はなかった。 

Q2 あなたの性別は? 

両会場とも「女性」が多く、「男性」が中央公民館では１人、山手地区公民館では３名であった。 
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Q3 市民意見交換会に参加された感想 

中央公民館では「良かった」「まあまあ良かった」を合わせると87.5%であるが、山手地区公民

館では 100%となっている。 

  

Q4 Q3 の理由 

中央公民館 

○市民も一緒に考えていける雰囲気を感じました。職員が"官民"の中に市民が入っていると言っ

てくれたのがとても嬉しかったです。→これが皆に伝わるといいですね。 

○思っていたものと違っていた 

○言いたいことが言えた 

○いろいろ意見交換できてよかったです。 

○貝塚市のとりくみがよく知ることができました。市民ともいっしょに貝塚市のことをよくしようとするの

はいいことだと思いました。 

○いろんな人の意見が聞けて良かったです。新しい方との出会いもあり、嬉しかったです。 

○資料もわかりやすく、説明も細やかで考えることもハッキリしていたので、ストレスなく考えることが

できた。 

 

山手地区公民館 

○具体的に各施設のことを話し合えたことが良かった。実施されるにあたり今日を含め市民の意

見が反映されることを期待しています。 

○ワークショップグループに入ってくれた方がうまく回してくれた。 
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○時間が足りない 

○A・B・C の班で出た発表を聞けてとても良かった。たくさんの意見を聞いて勉強になったので、来

てよかったです。 

○市の施設について考えるきっかけになった。いろいろな意見が聞けて良かった。 

○他の方の意見をたくさん聞くことができて話し合うことの大切さ、又、貝塚市をよくする方法が一

人で考えるより広く大きなアイデアがあるのだということと、市民がいろいろなところで活躍している

のを知ることができました。 

○みなさんがいい意見を言っていました 

○参加者の貝塚をよくする気持ちが強くあってよかった 

○他人の意見が聞けた。違う視点に気づけた。 

○意見が言えた 

○いろんな意見を聞くことができた。この機会にいろいろ考えることができた。 

 

Q5 市民意見交換会をどのような手段で知りましたか 

中央公民館では、「友人や家族からのクチコミ」、「その他」が 37.5%、「チラシ」が 25.0%と

なっている。 

山手地区公民館では、「チラシ」が 33.3%、「貝塚市の広報」が 25.0%となっている。 

その他の意見  中央公民館:職場から／ファミリー劇場 

          山手地区公民館:ラインでお知らせが来た  
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Q6 意見交換会でお伝えいただいた内容以外の、貝塚市の公共施設に関するご意見が

あれば、以下にご記入ください。 

 

中央公民館 

○子どもも含めて、貝塚の施設や町づくりに市民が参加して"作り続ける"仕組みがあったらいい。 

○本日の公共施設は社会教育に関する市民の学びの場です。箱物だけでの話では無い。正

直、公(税)で建てた中に民のノウハウを利用していっしょに出来るのか疑問です。その中には人

のつながりや地域のつながりが大切なのに分断される感じがします。 

○まちづくり市民ボランティアの再結集 

○ふせんにも書きましたが、市民の命に関わる施設等は今後も公設公営でお願いしたいです。 

○民間だけにまかせるのではないように行政もお金だけではなく、市民との話し合いでよくしていけ

ればと思います。ただ、今まで無料など利用できていたものの利用料金がとてもかかるようなら

困るなと思いました。 

○にぎわい＝人を集める。にとらわれないでほしいです。そこに住む人のにぎわいであってほしくて、

マネジメント室の人が定義した貝塚市民のワクワクを大事にしてほしいです。 

○民の中には市民も主体的に関わっていくシステムが出来たらいいなと思いました。利用料が上

がってくると利用しづらいのもあります。 

 

山手地区公民館 

○公共建築物が具体的に建築される予定をもとに話し合いたい 

○若者や子育て世帯が「移住する。住み続ける。」と思えることが大事だと思います。若者、こど

もたちが交流、集う、それを見守る地域の大人、施設職員等で見守るネットワーク的なことが

できればと思います。 

○文化のソフト面がとても弱い。なぜでしょうか?次のコスモスシアター大ホールでのオーケストラ講

演”響”ですが、絶対満席になるのではと私は思っています。ならないなら貝塚にクラッシック方

面はダメなんだなあと思います。大きいホールもいらないのかなあ。500 席ぐらいがちょうどいいの

かなあ。 

○家から歩いていける楽しい場所が欲しいです。中央道の開発。若者が楽しめる市に。 

○市役所のロビーの活用（交流の場になればよい） 
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■参考 
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参考資料２ 市民説明会 
 
2.1 開催概要 

趣旨 「貝塚市公共建築物個別施設計画」の素案について、市民説明会を実施した。 

日時  貝塚市役所６階多目的ホール 

場所  令和 7 年 3 月 16 日（日）10:00～ 

参加者数  市民６名 

 

当日のプログラム 

１）公共施設等総合管理計画の策定にあたっての指針（総務省） 

２）「貝塚市公共建築物個別施設計画」について 

３）パブリックコメントの実施について 

４）質疑応答 

 

2.2 質疑応答 

・公民館が古くなるので、どうなるのか心配で説明会に参加した。施設の建替えや改修など、限りあ

る市財政の中で、どこをどのように進めるのかを決めるために、客観的な数字を基に評価する必要

があるということを理解できた。市民もこのように検討されていることを学ばないといけないと感じた。 

→評価方法の省コストには光熱水費や修繕費が含まれている。今回の評価値は、令和４年度の

数値になっているため、あくまでも参考値として考えており、今後も適宜評価しながら判断していく。 

・山手、浜手の公民館が、防災拠点としての位置づけもあることから、⾧寿命化を図るとあるが、中

央公民館については市民文化会館に含まれているが、コスモスシアターとしての記載しかない。どう

なるのか。 

→中央公民館については、山手、浜手の公民館と同様に⾧寿命化を進める。 

 

▼市民説明会の様子 
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＜参考 参加者募集チラシ＞ 
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